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　高齢者男女の経済格差

Ｏ学習院女短大　内田直子　　お茶の水女大生活科学御船美智子

〈目的〉高齢者は、男女、配偶関係などによって、就業や収入の経済状況が異なると考え

られる。従来あまり研究されていない「匿帯の中の高齢者夫婦、個人」に注目してその経

済格差について考えるo 者阻f部に在住している高齢者について、単身高齢男女の就業、収

入などの経済状況についてその実態を明かにし、子供との同居・非同居別に有配偶者、寡

婦との生活実態の違いを分析する。

　〈方法〉本研究で用いるデータは、伯抜生命総合研究所の研究プロジェクトにおいて実施

したもので、東京、名古屋、大阪に在住する60－70歳代の元サラリーマンを対象として、

1992年調査したものである。分析方法は、m純およびクロス集計で、統計処理に統計解析

パッケージSASを用いた。

　〈結果〉就業率は男性全体では４割、女|生では２割を占めるが、世帯によって差があり、

単身男性の子供無し世帯では５割以」こ就業している。就業理由は、単身女性の８割以上は

経済的理由であったのに対して単身男性では経済的理由、非経済的理由と半々であった。

収入については、単身男性は吐帯当たりでは有配偶者匿帯より低い額となるが、世:帯の一

人当たりに換算すると、有配偶者吐帯より高い指数になる。また同じ単身でも女t生は男性

の年金収入の64％、就労収入では80％、年金と就労収入の合計では58％の値しかならず、

単身男女間には経済格差がある。さらに子供との同居類型別においても格差がみられた。
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2Sa－1 医療保険における家計負担の格差

川村短大　横田明子

目的　わが国の医療保険は複数の制度が並列しており，制度聞で被保険者である患者が受

　　ける給付には格差がある。また，組合健康保険制度の場合，同一制度内であっても附

　　加給付の支給基準によって紐合間で給付の格差が生じている。このため，患嗇を擁す

　　る家計の負担にも格差が存在している。負担格差の実態を分析し，その結果から，家

　　計にとって今日の各医療保険制度がもつ意味について考察することを目的とする。

方法　各制度における給付の実態を分析し，欧米諸国の医療保険制度との比較検討をする

　　ことによって，家計負担の類型化を行なう。また，モデルヶ－スを組み立て，各制度

　　聞あるいは組合間の負担格差の度合を算出する。これらのことから，各制度が家計に

　　対してもつ意味について検討した。資料としては，各制度の「事業状況報告書」，健

　　康保険組合連合会「附加給付便覧」，厚生省「社会医療診療行為別調査報告」，「患

　　者調査」などを用いた。

結果　わが国の医療保険は，制度によって被保険者の家計に及ぼす経済的影響が異なるそ

　　の実態が明らかになった。医療保険の今後のあるべき姿を考え直す必要があると思わ

　　れる。
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